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三尾　 聖者廟空 間におけるアイデ ンティテ ィー ・ポ リテ ィクスの生成 とその回避

　　 聖 者 廟 空 間 に お け る ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー ・

　　　　　　ポ リテ ィ ク ス の 生 成 とそ の 回 避インド

・ラージャスターン州メーワール地方のスーフィー的聖者廟の事例

三 尾 稔*

Formation and Its Avoidance of Identity Politics in the Mausoleums: 
 Ethnographical Considerations on the Mausoleums Related with 

      the Sufism in the Mewar Region of Rajasthan, India

Minoru Mio

　 この論文では,インド 西部メーワール地方にあるスーフィー聖者のヒンド

ゥーの弟子たちを葬った2つ の墓廟への信仰に関する民族誌的調査に基づき,

同地方の生活宗教的な宗教実践の動態の把握を試みた。

　 コミュナリズムが政治的言説として支配的とな りつつある南アジアにおいて

は,日 常生活に根差 した宗教実践もコミュナルな言説 と無関係ではなくな り,

宗教空間や信仰に関おる行為を特定の宗教イデオロギーと関連づけ,そ れ らの

アイデ ンティティーを純化 しようとする動きが顕著になっている。

　この論文が対象 とする墓廟に眠る2人 の宗教者は,高 カース トのヒン ドゥー

でありつつ,ス ーフィズムの聖者を師とするという,コ ミュナルなアイデンテ

ィティーの分断線の狭間を生き抜いた。その墓廟はコミュナ リズムが高揚する

1980年 代末から90年 代にかけて造営されたが,そ の空間の構成やそこでの宗教

的実践はスーフィズム的要素とヒンドゥー的要素が巧みに融合された形 となっ

ている。

　論文では墓廟に眠る聖者やその弟子たちが,コ ミェナルな言説 と交渉 しなが

ら,自 分たちの宗教的実践をいかに維持 してきたかを,墓 廟の意味空間の分析

や弟子たちとのインタビュー によって把握する。その結果,ヒ ンドゥーとイス

ラームの境界にあって独自の宗教的実践を強固な意志で維持 しつつコミュナ リ

ズムが要請する近代的主体への自己の回収をも回避するという,メ ーワール地

方の聖者廟信仰の特質が明らかとなる。

東洋英和女学院大学国際社会学部

Key Words :  India.  Sufism,  nationalism,  hybridity. agency

キ ー ワ ー ド： イ ン ド,ス ー フ ィ ズ ム,ナ シ ョナ リズ ム,混淆 性,主 体
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   Based on field research on the beliefs related to two mausoleums of 

Hindu disciples of a Sufi saint in the Mewar region of western India, this 

article aims to describe the dynamism of daily religious practices in this 

region. 

   In south Asia, communalism is becoming the dominant political 

discourse, and is beginning to have a strong effect on the religious 

practices of everyday life. Religious places and activities are connected 

to a specific religious ideology, and their natures require clarification 

under the influence of the communal discourse. 

   The two saints interred at the mausoleums served the Sufi saint as 

disciples, although they were high caste Hindus, and they lived through 

the liminality between the communal boundaries of Hinduism and 

Islam. The mausoleums were constructed from the end of the 1980s 

through the 1990s, when communalism was resurgent in India. Their 

structure and the religious practices observed at them, however, cleverly 

fuse both Sufi and Hindu elements. 

   This article tries to show how the saint and his disciples struggled to 

create and sustain their own religious practices and negotiate with com-

munal discourse, by analyzing the symbolism of the mausoleums and 

interviews with the disciples. It makes clear that the followers of these 

mausoleum beliefs are firmly preserving their liminal religious practices 

between Islam and Hinduism, and avoiding the influences of the com-

munal doctrines.

1問 題 の所 在

　 1.1聖 老 廟 と ア イ デ ソテ ィテ ィー ・ポ リ

　 　 　 テ ィクス

　 1.2　 バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャー廟 の沿 革

2　 パ リ ・ラー ム の聖 者 廟

　 2.1変 成 す る墓 廟

　 2.2　 パ リ ・ラ ー ム　 　 開か れ た ア イ デ ン

　 　 　 ア イア イ ー

　 2.3　 バ リ ・ラ ー ムの 昇 天 と埋 葬

3　 デ ヴ ィ ・ラ ール の聖 者 廟 の 成 立 と発 展

　 3。1デ ヴ ィ ・ラ ール の生 涯

　 3.2　 デ ヴ ィ ・ラ ール の聖 者 廟 の発 展

4聖 者 廟 の ア イ デ ソテ ィテ ィ ー ・ポ リテ ィ

　 クス と そ の 回避

　 4.1デ ヴ ィ ・ラ ー ル の聖 者 廟 を と りま く

　 　 　 信 仰 と政 治

　 4.2再 び バ リ ・ラ ー ム の聖 者 廟 へ 宙

　 　 　 吊 りに され る信仰 空 間

5結 　 　論
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三尾　 聖者 廟空間におけるアイデソティティー ・ポ リテ ィクスの生成 とその回避

1問 題の所在

1.1聖 者 廟 とア イ デ ソテ ィテ ィ ー ・ポ リテ ィ クス

　 この論 文は,イ ソ ド・ラージャスター ン州南東部 メー ワール地 方における フィール

ドワークに基 づ き,ス ーフィズムの伝統 に連 なる ヒン ドゥーの聖 者廟 における弟子や

信者 たちの信仰 に関わる行為や言述 につ いて の民族誌的な記 述 ・分析 を通 じて,宗 教

ナシ ョナ リズ ムが政治的言説 として支配的 とな りつつあ る現 代南 アジアにおけ る,日

常生 活に根差 した宗教実践 の動態の把握を 目指す ものである。

　 イ ン ドにおけ るス ーフィー聖者廟は,イ ス ラームの伝統 に基盤 を置 く宗教空間であ

りなが ら,こ こに眠 る聖者 の霊的な力にすが って悪霊払 いや病 の癒 しあるいは様 々な

願 い事 をかなえ ることを望む ヒン ドゥーが多数参 集す る とい う特徴 を もつ。つ ま り,

日常 的な宗教的実践 の中で ヒソ ドゥーとムス リムの交流 が現実 に生 じ,ま たイ スラー

ム的 とも ヒソ ドゥー的 ともいいきれ な い多様 な宗教的実践 が交錯す る空間 として,

ス ーフィー聖者廟は南 アジアの宗教空間の中では特異 な地位 を占めて きた。

　 メー ワール地方の小 さな商業都市 カパ ーサ ソの郊外 にあるババ ・デ ィワナ ・シャー

(Baba　 Diwana　 Shah,以 降 特に断 りのない限 り本論文 では ババ ない しババ ・デ ィワナ

・シャー と表記す る)の 聖者廟 もその ような宗教的実践の場の1つ であ った
。しか し,

1980年 代 後半か らイ ン ド社会において宗教 ナ シ ョナ リズムの言説が急速 に広 まる過程

と歩調を合わせ るよ うに して,バ バの聖者廟 は純粋 なイスラーム的空間へ と変貌 を遂

げ つ つ あ る。 そ の過 程 に つ い ては,既 に別 の拙 稿 で 検討 を加 えた(三 尾1998;

2000a)が,こ こでは本論 で対 象 とす る聖者廟 にも深 く関連 す る問題 と して,宗 教 ナ

シ ョナ リズムがイ ン ドの宗教空 間のあ り方 に与>xた 影響について簡 単に まとめてお き

たい。

　イ ソ ドにおけ る宗教ナ シ ョナ リズムは19世 紀後半以降政治状 況の変動 に合わせ て何

度か高揚期 と退潮期を迎 えてきたが,80年 代 後半以降 イ ン ド人民党(BJP)な どのキ ャ

ソペ ー ソを通 じて ヒ ソ ドゥー ・ナシ ョナ リズムが広範な支持を集める中で,現 代 イ ン

ドの政治 ・社会における支配 的言説 となった。イ ソ ド人民党に代表 され る ヒン ドゥー

・ナ シ ョナ リス トは ,外 にムス リム とい う敵を,ま た内に 「母 なるイ ン ドの大地に生

まれ」数千年 に及 ぶ ヒン ドゥー教 の伝統に育 まれ て きた人hを 想像 し,汚 れな き 「ヒ

ン ドゥー」 に よるイ ソ ド国家を建設す ることを呼びか けた。 まさに ヒン ドゥーに よる

�s



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立民族学博物館研究報告　　26巻4号

「想像の共同体」 の建設 こそが彼 らの 目標であ った。彼 らに よれば,イ ス ラーム教 も

ムス リムもイ ソ ドに とっては異物 であ り,栄 光に満 ちた ヒン ドゥーの伝統 を汚す もの

であ った。そ して,独 立 以来 イ ソ ドの政権を担 って きたイ ソ ド国民会議派 の標榜す る

世俗主義は実際の ところは ヒソ ドゥーを軽視 し,ム ス リムな どの少数者 を偏重す る も

ので ある と攻撃 した1)。彼 らの訴 えは,ラ ジーヴ ・ガ ンデ ィー政 権下での経済改革以

降急速に数を増 し,豊 かにな った都市部 の中産 ヒソ ドゥーを中心に急速 に支持 を拡大

してゆ く。

　イ ソ ド人民党の掲げ るヒソ ドゥー ・ナ シ ョナ リズムが都市部を中心に支持を得 たの

は,田 中が指摘す るよ うに(田 中1995)aイ ン ドの近代的な経済発展を促進 す るよ う

な主張が含 まれていたか らだ と考 え られ る。 中で も重要 なのは,言 語や カース トな ど

の相違を越 えた均質な国民を創 り出 さなけれぽ な らないとい う主張であ った。 また ヒ

ン ドゥー ・ナシ ョナ リズムは親族 や カー ス トな どの伝統的な社会紐帯を否定 し,そ こ

か ら近代的な個人の析出を促す一方 で,そ の個人 に伝統的な共同体に代わ る新たな共

同体 を提示 しよ うとして きた とい う特徴 を合わせ もっている2)0

　 ヒ ン ドゥー ・ナシ ョナ リズムが大衆的支 持を集め た も う1つ の大 きな要因 として

は,ナ シ ョナ リス ト勢力がいわゆ るアヨーデ ィヤ問題 を政治的 な中心課題 とし,大 衆

動員 に成功 した こ とが挙げ られ る。 アヨーデ ィヤ ・キ ャンペー ソの成功 の理 由には,

メデ ィア と儀礼的行為 とを巧みに ミックスし大衆 の想像 力に訴 えた宣伝戦略 の巧妙 さ

が よく指摘 され る3)0筆者 は,そ れ に加 えて,こ のキ ャンペー ソでは アイデ ソテ ィテ ィー

の強 化が宗教空間 の境界の問題 と巧みに重ね合わ され た点 も大衆 の支持を拡大す る大

きな要因だった と考 える。 自他 のアイデ ソテ ィテ ィーの厳格 な区分 とい う本来抽象的

なアイデ ソテ ィテ ィーの問題は,ア ヨーデ ィヤとい う神話的磁 力を帯 びた場所 の占有

とその純粋 な ヒン ドゥー化 とい う具体的 ・物理 的な問題 に転化 され ることで,大 衆へ

の訴求 力を もつに至 った と考え られ るのであ る(三 尾2000a:141-142)。 自他の境界

が 明瞭 な個 人主義 的主体の成立 を要請す る点で,ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リズムは グ

ローバ リゼ ーシ ョンへの応答 として西欧近代主義的な アイデ ソテ ィテ ィーの確立を促

す ものであ った といえるだ ろ う4)0

　 80年 代 後半 の宗教 ナ シ ョナ リズムの言説は,ま ず ヒソ ドゥー ・ナ シ ョナ リズムの形

を取 ってイ ン ド社 会を席巻す るに至 った。 しか し,そ れに対応す る形 で ムス リムの側

に も,南 ア ジアの ムス リムの文化的斉一・性 と連続性を強調 し,ム ス リムとしての純粋

な アイデ ンテ ィテ ィーを強化 しようとす る動 きも顕著 とな って きた とい う指摘 もあ り

(Hasan　 1998:15-16),宗 教 ナシ ョナ リズムは単に ヒン ドゥーのみの言説では な くな っ
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てい る。 ヒン ドゥーとムス リム とを問わず,純 粋 な宗教的 アイデ ンテ ィテ ィーを もっ

た諸個人か らな る 「宗教共 同体」 をイメージ し,同 様な他の 「宗教共 同体 」 との境界

線の明確な断絶 を求め,対 抗す る 「宗教共 同体」に対す る優越 を強調 しようとす る言

説 を,以 後,イ ン ド独 自の用語 法に基 づいて 「コ ミュナ リズム」 と呼ぶ ことに しよ

う5}0

　 カパーサ ンのパパ ・デ ィワナ ・シ ャーの聖者廟の アイデ ンテ ィテ ィーは,ま さにこ

の コ ミsナ リズムがイ ン ド社会全体を覆 う状況において問題化 し,ム ス リムの側が宗

教空間の純 粋なイス ラーム的 アイデ ンテ ィテ ィーを求め る中でイス ラーム化 した もの

であ った。

　 しか し,拙 論 で触れ た よ うに(三 尾2000a=171-173),イ ス ラーム化が進行す るバ

バの聖者廟 の外側 では,バ バ に ヒソ ドゥーと して仕えた弟子 の墓廟が ,コ ミュナルな

言説 に よる信仰空 間の支配を避け るかの よ うに建設 され た。 ここには,バ バの以前の

聖者廟 とはまた異 なる形 で,ヒ ン ドゥー的 ともイス ラーム的 ともつか ない独 自の宗教

空 間が姿 を現 している。さらにその後,カ パーサ ンか ら遠 く離れた別の町の郊外 に も,

この弟子 のそのまた弟子(こ ちらも ヒン ドゥーである)の 墓廟が営 まれ る ようにな っ

た。 またカパーサ ソにおけ るババの弟子の廟 もよ り複雑 な構造 を備 えた墓廟に改築 さ

れ るな ど,イ スラームに連な るス ーフィズ ムとヒン ドゥー的宗教実践 とが融合 しあ う

ような境 界的信仰空間が維持 され,ま た発展 させ られ て きている。

　 スーフ ィー聖者廟やそ の伝統に連な る墓廟 におけるムス リムと ヒン ドゥーとの関係

や,ヒ ン ドゥーにとって のス ーフィー聖者廟信仰 の意味 に関す る先行研究は,研 究の

数 自体 が非常 に限定 された もの とな ってい る。 またそれ らの先行研究は,廟 信仰への

ヒン ドゥーの参加 自体が限定的な ものに とどま り,か つ ヒン ドゥー的な浄 ・不浄の世

界観 の中でスーフ ィー聖者が劣位 に位置 づけ られ る とい う極端に ヒソ ドゥー中心主義

的 な捉 え方(van　 der　Veer　1994b:207)か,逆 に聖者廟その ものが ヒソドゥーの神 の地

を制圧 した とい う世界観の上に成 り立 っている とい うイスラーム中心主義的な観点 か

らの把握(Currie　 1989:..iの ど ちらかに なることが多か った。つ ま り,中 心 の軸足

を どちらか に置 くかの違 いはあ って も,中 心 になる宗教伝統が他方を劣位 者 として包

摂す るとい う形での静態的な構造 として両者 の関係を捉え る見方が主流 とな って きた

のであ る。

　我hの 対象 とす る聖者廟 においては,ヒ ソ ドゥーの参加は限定的ではな く,廟 信仰

の中心的役割を果た している。 また ヒソ ドゥー教的世界観 とス ーフィズム的世界観 と

は,ど ちらかが も う一方 を包摂す る ような関係にあ るのではない。む しろ廟信仰 の当

607



国立民族学博物館研究報告　 26巻4号

事者たちは,「超人間的な力を引き出すために,(ヒ ン ドゥーやイスラームの)効 力の

あるあれ これの方策を恣意的に用い」(Eaton　1993:281),意 図的に ヒンドゥー教的 と

もスーフィズム的ともいいがたい境界状況的な宗教空間を作 り出そ うとしているかの

ようなのである。

　イー トソの研究はコミュナ リズムが社会を覆 う以前のべソガル農村部における宗教

的実践のあ り方に焦点が合わせられている。 しか し,本 論で取 り上げる聖者廟は,宗

教の政治化が急激に進行して,コ ミュナ リズムの言説が社会を生きる人々の多くに内

面化されつつある状況の中で成立したものである。

　本論の目的は,上 記のような国家や社会の大きな動きの中で境界状況的な信仰を実

践する人々が,自 らの信仰をどのように捉え,自 らを取 り巻 く大状況とどのように交

渉 しながら,自 らの宗教実践をいかに維持しようとしているのかを,民 族誌的に明ら

かにすることにある。

　異なる2つ の宗教の間の交流や宗教的実践の融合を指す概念 としては,シ ソクレ

ティズムという用語が最も一般的であろ う。 しかし,こ の用語は融合 した宗教的実践

が何らかの実体的体系を備えることを含意す る危険がつきまとう(Mayaram　 1998:

287-288)。 我 々の事例では,宗 教的実践のあ り方や意味つげは周囲の状況 との応答の

中で常に変動 してお り,何 らかの教義体系が実体的に存在 しているわけではない。 ヒ

ソドゥー教的世界観や実践とイスラーム的なそれらとが混濡する状況は確かに見出せ

るが,我hは それを常に動態的な過程 として捉えなけれぽならない(Shaw　 and

Stewart　1994:7}o

　広 く異文化間の融合という現象を指す概念としては近年 「ハイプリデ ィティ」 とい

う用語 も定着 しつつある。 この概念は,体 系化した既存の宗教や言語の境界が侵犯さ

れ,越 境的な空間において異種混濡性が生ずる状況に注目したものであるが,基 本的

には大量の移民,異 文化間の婚姻,超 国家的なアイデンテ ィティーなどによって特徴

づけ られる現代先進諸国の都市的状況に限 って用 いられて きてお り(Mayaram

l998:286-287),そ の意味で汎用性が うすい。また大杉が指摘するように,ハ イブリディ

ティはポス トモダソな文化状況を読み解 くキー ・コンセプ トとして多用されながら,

異種混濡状況を意図的に生きる人々の背後にそこから脱け出したはずの近代的な 「主

体」をひそかに措定 し,そ の 「戦略的計算」を強調するとい う矛盾を抱え込んでい

る6)0

　本論文で取 り上げる聖者廟信仰に中心的な関与をしてきた信者たちの廟の造営や廟

における宗教的実践にのぞむ態度に,現 代南アジアの状況を生き抜 くための戦略的計

608



三尾　聖者廟空間におけるアイデンティティー・ポリティクスの生成とその回避

算を読み込むことは客観的には可能かもしれない。 しか し,本 論で詳述するように,

当事者たちは自らの宗教的実践の創造や維持における主体性を否定する。筆者はこの

ようにまさにヒンドゥーとイスラームのはざまにあって独自の宗教的実践を維持 しつ

つ,なﾘ自 らの主体性を否定することにこそメーワール地域の聖者廟信仰の特質が見

出せると考えている。

　 コミュナ リズムの要請する近代的主体への自己の回収を避けて,は ざまに維持され

る信仰の実践を指す概念として,本 論ではマーヤーラームにならって 「境界状況的宗

教実践」 とい う用語を用いてゆ くことに しよ う(Mayaram　 1998:288-289;ま た

1997:36-39)。 マーヤーラームはラージャスターソ州北東部からデ リー近郊にかけて

の地域に暮らすメナの宗教的実践のあ り方を指 してこの用語を用いている。 メオの宗

教的実践は持続的な共同体に基盤を置 くものであ り,そ れ故にマーヤーラームの論考

では境界的曖昧さを強固に維持 しようとするメオの実践が土着的 ・伝統的傾向として

強調されて捉えられている。本論で取 り上げる宗教的実践は共同体に基盤を置 くもの

ではなく,む しろ新興のセクト型の教団における実践 という性格が強い。本論は,境

界状況的宗教実践は,共 同体の伝統に基盤を置かなくとも,コ ミュナリズムへの応答

として現代的な状況においても生 じうることを示す ものである。

　本論文は全部で5章 からなる。序章に続 く第2章 では,カパーサンにあるババ ・ディ

ワナ ・シャーの一番弟子の墓廟を取 り上げ,こ こに眠る聖者の行動や墓廟の構造に関

する記述 ・考察を通 じて,こ の廟に展開する宗教実践の特異な性格を整理する。第3

章では,第2章 で取 り上げた聖者の愛弟子の墓廟を取 り上げる。 ここでは,第2章 の

廟とはまた微妙に異なる形で境界状況的な宗教実践が維持されてきた。その成立過程

を捉えるとともに,こ の廟の成立が第2章 で取 り上げる墓廟の現在に大きな影響を与

えることになった背景を把握することがこの章の目的の1つ となる。第4章 では2つ

の墓廟をとりまく信仰 と政治の状況を総合 し,結 論にあたる第5章 と合わせてこれら

の墓廟の宗教実践の特質を検討する。

　本論の主たる対象である2つ の聖者廟についての記述に入る前に,次 節でこれらの

廟信仰の出発点 となったババ ・デ ィワナ ・シャーの聖者廟の沿革7)を 簡単にまとめて

おくことにする。

1.2バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ー廟 の 沿 革

　ババ ・デ ィワナ ・シャーの聖者廟は,メ ー ワール地方 の中心都市 ウダイプール と古

都チ ッ トール ガルを結ぶ幹線道路 の中間 に位置 す る商業 都市 カパーサ ンの郊外 にあ
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る。廟の敷地面積 は現在 の建物群 の周 りにあ る草地 も含めて30ビ ガ ー余 り(1ビ ガー

は約0.74ha)で,面 積 だけか らいえば ラー一ジ ャスター ソで も最 大規模 のスー フ ィー

聖者廟 であ る(写 真1)。 廟 の建設は1940年 代 末頃 か ら始 ま ったが,そ れ以前 にパパは

カパ ーサ ンで長い間活動 を続 け,多 数 の弟子が彼の もとに集 まるようにな っていた。

　記録 に よると8),・ミ・ミは1875年 頃 今 日の グジャラー ト州 の小 さな町に生 まれ,聖 者

に な る前 の名 をアブ ドゥル ・ラジ ャク(Abdul　 Rajak)と い った。彼 の家庭は精肉加

工 を伝統的職業 とす るカサイ ・ビラー ダ リーに属 してお り,こ れは ムス リムの ビラー

ダ リー としては比較的低い社会的地位 にある と一般的 に見 なされて いる。比較 的平凡

な青少年時代を過 ごし,結 婚 して1男 を もうけた後,1900年 頃 女性問題を きっかけ と

して家庭生活 を放棄 し,修 行に入 る。

　修行生活 の詳細 はは っ きりしないが,お そ らく1920年 代 末頃 に メー ワール地方の ク

リシュナ信仰 の中心地 ナ トゥ ドワラ近郊において,ス ーフィーの リフ ァイー教団の聖

者 の もとで見神体験 を成就 し,自 らも聖者 とな った。その後,彼 は師の指示 でババ ・

デ ィワナ ・シャーと改名 し,1930年 代 初頭には カパ ーサ ンに移住 して弟子 を集め るよ

うにな った。

　 パパの弟子には初期か らヒソ ドゥーが多 く,中 で も有力な弟子 とな ったのがバ リ ・

ラーム ・クマ ワ ッ ト(Hari　 Ram　 Kumawat)や,ー マンギー ・プール ・ヴャース(Mangi

写 真1バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ー廟 の 建物 群
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Lai　Vy縱)な どであ った。弟子たちの多 くはバ ラモ ソで,そ の 多 くは教員や地方官僚

にな ってお り,当 時 のメー ワール社会では知的エ リー ト階層 に属 していた と考え られ

る。メー ワール に隣接す るシロヒ藩王 国のマハ ラジ ャもバ・ミの熱心な弟子であ った し,

メ ーワール藩 王 もしば しぼ使者 をババの寓居の もとに遣 わ していた とい う。一方,バ

バの ムス リムの弟子 は多 くが チーパ(ChiPa)と い うムス リムの中では中下層 のビラー

ダ リー出身者 が多か った。例えば イサ ー ク ・チ ーパ(ls緻　 ChiPa)と そ の家族 や,マ

フムー ド・チ ーパ(Mahum棈　 Chipa)な どが古 くか らのムス リムの弟子 であ った。彼

らは スーフィーの伝統的 な儀式を行 ってババの正式な弟子,ム リヅド(murid)と な っ

た9)0バ バ の弟 子たちは,ヒ ソ ドゥーや ムス リムの別な く師弟問 の人格 的な親愛 を基

礎 とした信仰集 団を形成 していた。

　 ババの昇天は西暦1944年 の2月6日 に成就 された。

　 ババの昇天後,彼 が 自らの墓廟建設のために購入 してあ った土地 の所有権をめ ぐっ

て,バ バの孫娘 や弟子た ちの間に紛争が生 じる。 しか し,バ バに最 も深 く愛 され,ま

たババ に最 も深 い敬愛 を捧げ たのは 自分 たちをお いて他には ない と主張 したバ リ ・

ラームとマ ソギ ー ・ラールが最終的に土地の管理運 営権を確保 し,バ バへ の深 い敬愛

の表現 としての聖者廟 の建設 に湛進す ることにな った。

　 墓廟 建設 にあた って指導的立場に立 ったのはバ リ ・ラームであ った。バ・ミの昇天を

記念す る年 祭 ウル ス('urs)も この頃か ら開始 された。 ウルスには ム リッ ドたち も積

極的に協 力 したが,ウ ルスの最 も重要な儀礼は この頃か ら既 にバ リ・ラームに よって

執行 されていた。

　 1950年 代末 には,バ バが バ リ・ラームの夢の中で墓廟だけではな く付属 の様 々な施

設 も造 るよ うに と指示 し,以 後聖者廟建設が本格化す る。何 を どこに どの ように建設

すべ きかの指示 はその度 に全 てババが夢でバ リ ・ラー ムに伝 えた とい う。

　 廟の建設 は順調 に進み,1970年 代 初め,巨 大な正門(ダ ル ワーザー)の 竣工を もっ

て一応廟 の基 本的 な建設が終了 した。 この頃か ら,パ パの墓 に宿 る霊 力による救済 ・

願掛けのために聖者廟 を訪れ る一般参詣者が増加す るよ うにな った とされ る。 また,

こ の頃か らパパの高弟 であ った ヒン ドゥーの弟子たちが,バ リ ・ラームを も師 と仰 ぐ

よ うにな る。 デ ヴ ィ ・ラール ・オ ジ ャ(Devi　 Lal　ojha)や オ ーム ・プラカー シュ ・

ヴャース(Om　 Prak縱h　 Vy縱)氏 な どのバ ラモ γがバ リ ・ラームの有力な弟子 とな っ

ていった。一 方,ノ ミバ の初期 の頃か らの有力な弟子であ ったマ ソギー ・ラールは,パ

リ ・ラームとい さかい を起 こし,廟 の信者 集団か らは次第 に排斥 され る ようにな っ

た。
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　 70年 代 以降,聖 者廟信仰 はバ リ ・ラーム とい う指導的宗教者の もとで,一 応の安定

期 に入 る。 しか し,1987年10月 に彼が昇天す る と,聖 者廟その もの も,ま たその信仰

集団 も新 しい段階を迎え ることにな った。

　 バ リ ・ラームが昇天す ると,イ サ ー クの孫にあた るニサール(Nis縒)氏 がババの遺

言 を根拠 に,廟 の土地の所有権 はババの孫娘 にあ り,廟 の管理運営や ウルスでの秘儀

執行 の権 限は チーパの一 族にあ ると主張 した。 ヒン ドゥーの弟子たちは これに抵抗 し

たが,ニ サール らの働 きかけで ラージャス ター ソ州政府 の高官が仲裁に入 って,廟 は

州の ワクフ ・ボー ドの管轄下に置かれ ることにな り,実 際の廟の管理運営はチ ーパの

一族 を中心 とす る ワクフ委員会があた るよ うにな った。 その後廟 の管理運営をめ ぐっ

て,ム ス リムの間で激 しい抗争が繰 り広げ られたが,ヒ ン ドゥーは 日常的 な管理運営

か らは除外 され,廟 のイス ラーム化が急速に進め られている。

2　 バ リ ・ラー ムの聖 者 廟

2.1変 成 す る墓 廟

ババ ・デ ィワナ ・シャーの聖者廟 は現在 もラージ ャスター ソ有数のス ーフ ィー聖者

写 真2　 1999年 現 在 の ・・リ ・ラー ムの 墓 廟
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廟 と して,願 掛けや お礼参 りのために訪れ る多数の ムス リムや ヒン ドゥーで常 に賑

わ っている。廟は カパ ーサ ソの中心か ら約3kmの と ころにあ り,街 の中心か らはパ

スが通 じている。 このバ ス道路の脇,バ バ ・デ ィワナ ・シ ャー廟の ち ょうどはす向か

いに もう1つ 別の墓廟がひ っそ りと建 っている(写 真2)。

　 こちらの墓廟 は,2階 の上 に大 きな ドーム(グ ソバ ジ)が 造 られ ては いるものの,

煉 瓦積 みの表面 に粗 くコソク リー トが塗 られ ただけで,仕 上 げの表面塗装 のため の

足場 も見当た らず,造 成途 中で放 り出され た よ うな印象を受 け る。バ ス道路 か らは

30mほ ど も奥にあ り,訪 れ る人 もババ の聖 者廟に比べればは るかに少 ないため ,せ

わ しない巡礼たちか らは 見過 ごされて しま うか も しれ ない。 しか し,2階 部分の回廊

には反 時計 回 り方 向に墓室 の周 りを巡 って願 掛けをす る ヒン ドゥーや ムス リムの姿が

時折 り見受 け られ,こ こが全 く見捨て られた墓廟 ではない ことを うかがわせ る。

　 この建物 こそが,パ リ ・ラームの墓廟 である。序章 で述べた よ うにバ リ ・ラームは

1987年 に昇天す るが,弟 子たちは彼を現在墓廟 のある地 に ヒン ドゥーとしては異例 な

ことではあ るが土葬 し,廟 の建設 を始 めたのであった。

　筆者がババ ・デ ィワナ ・シャー廟 の調査 を始めた1995年 当 時,バ リ ・ラームの墓廟

は まだ トタン屋 根ぶ きの平屋 であ った(写 真3)。 墓 室 の内部 には膝の高 さほ どの コ

ンクリー ト柵 がめ ぐらされ,そ の中に ビロー ドの布で覆われた墓 があ った。墓は上面

写真3　 1998年 以前 の バ リ ・ラー ム の墓 廟
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